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リ
ス
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お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

二

一
　
離
婚
法
改
革
の
世
界
的
展
開
と
そ
の
背
景

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
六
九
年
の
離
婚
法
改
革
に
よ
っ
て
新
し
い
型
の
破
綻
主
義
、
す
な
わ
ち
、
婚
姻
関
係
の
破
綻
の
み
を
唯
一
の
離
婚
原
因
と

す
る
い
わ
ゆ
る
積
極
的
破
綻
主
義
の
離
婚
法
を
採
用
し
た
。
こ
の
離
婚
法
改
革
は
、「
純
粋
な
破
綻
主
義
立
法
」（p

u
re

n
on

fau
lt

statu
te

）
と
し
て

全
米
各
州
の
以
後
の
離
婚
法
改
革
を
リ
ー
ド
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
同
年
の
離
婚
法
改
革
（
１
）に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
し
（
２
）、

同
時

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
離
婚
法
改
革
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
さ
ら
に
、
一
九
九
六
年
に
至
り
、
家
族
法
法
（F

am
ily

L
aw

A
ct

）
の
制
定
に
よ
り
、
調
停
制
度
（m

ed
iatio

n

）
の
導
入
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る
離
婚
法
改
革
を
再
び
実
施
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
離
婚
法

改
革
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ま
こ
と
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
始
ま
り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
こ
れ
に
倣
っ
た
離
婚
法
改
革
は
、
以
後
、
全
世
界
を
席
捲
す
る
画
期
的
展
開
へ
と
発
展

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
世
界
的
展
開
の
主
な
動
き
を
瞥
見
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
離
婚
法
改
革
の
翌
年
で
あ
る
一
九
七
〇
年
に
は
イ
タ
リ
ア
で
離
婚
法
が
制
定
さ
れ
、
七
一
年
に
は

オ
ラ
ン
ダ
で
離
婚
法
が
改
正
さ
れ
て
い
る
し
、
七
三
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
離
婚
法
改
正
、
七
四
年
の
ベ
ル
ギ
ー
離
婚
法
改
正
、
七
五
年
の
フ
ラ
ン
ス

離
婚
法
改
正
、
七
六
年
の
西
ド
イ
ツ
離
婚
法
改
正
、
七
七
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
離
婚
法
改
正
と
ブ
ラ
ジ
ル
離
婚
法
制
定
、
七
八
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
離

婚
法
改
正
と
い
う
ふ
う
に
次
々
と
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
が
、「
世
界
離
婚
法
史
の
一
大
変
革
期
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
一
九
八
五
年
の
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
を
最
後
に
、
五
一
あ
る
州
と
自
治
区
の
す
べ
て
か
ら
、
有
責
原
因
の
み
を
定
め
た

離
婚
法
が
一
掃
さ
れ
た
。
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日
本
も
、
ま
た
、
こ
の
例
外
で
は
な
い
。
時
期
こ
そ
大
き
く
遅
れ
た
も
の
の
、
一
九
九
六
年
に
法
制
審
議
会
が
法
務
大
臣
に
答
申
し
た
「
民
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
に
は
、「
夫
婦
が
五
年
以
上
継
続
し
て
婚
姻
の
本
旨
に
反
す
る
別
居
を
し
て
い
る
と
き
」（
第
七
の
一
の
④
）、
お
よ

び
、「
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
て
回
復
の
見
込
み
が
な
い
と
き
」（
同
⑤
）
と
い
う
か
た
ち
で
破
綻
主
義
条
項
が
離
婚
原
因
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
諸
国
に
お
け
る
離
婚
法
改
革
の
結
果
は
、
型
こ
そ
三
つ
に
分
か
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
破
綻
主
義
離
婚
法
へ
の
移
行
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
三
つ
の
型
と
は
、
そ
の
第
一
は
、
有
責
主
義
・
破
綻
主
義
併
存
型
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
有
責
主
義
全
廃
・
積
極
的
破
綻
主

義
移
行
型
で
あ
り
、
そ
の
第
三
は
、
消
極
的
破
綻
主
義
廃
止
・
積
極
的
破
綻
主
義
移
行
型
で
あ
る
（
３
）。

以
上
の
よ
う
な
離
婚
法
改
革
の
世
界
的
展
開
は
、
近
・
現
代
離
婚
法
展
開
に
お
け
る
第
三
の
エ
ポ
ッ
ク
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
宗
教
改
革
以
後
の
婚
姻
非
解
消
主
義
か
ら
有
責
主
義
離
婚
法
へ
の
移
行
（
第
一
の
エ
ポ
ッ
ク
）、
一
九
〇
七
年
の
ス
イ
ス
民
法
一
四
二
条
に

始
ま
る
消
極
的
破
綻
主
義
離
婚
法
へ
の
発
展
（
第
二
の
エ
ポ
ッ
ク
）、
そ
し
て
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
積
極
的
破
綻
主
義
離
婚
法
の
世
界
的
規
模
で
の

一
斉
の
登
場
、
す
な
わ
ち
、
第
三
の
エ
ポ
ッ
ク
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
世
界
離
婚
法
史
に
お
け
る
一
大
画
期
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
世
界
の
離
婚
法
展
開
に
お
け
る
第
三
の
エ
ポ
ッ
ク
は
、
世
界
の
離
婚
現
象
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
を
、
世
界
の
主
要
国
の
離
婚
率
の
変
遷
と
し
て
見
た
の
が
、
図
Ⅰ
で
あ
る
。

三
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。



イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

右
の
図
Ⅰ
か
ら
は
、
主
な
特
徴
と
し
て
、
次
の
三
点
が
読
み
取
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、
第
三
の
エ
ポ
ッ
ク
を
境
に
、
世
界
の
諸
国
の
離
婚
率
が
は
っ
き
り
と
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
日
本
が
今
日
で
は
、
も
は
や
離
婚
後
進
国
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
じ
わ
じ
わ
と
上
っ
て
き
た
日
本
の
離
婚
率
は
、

や
が
て
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
と
並
び
、
今
日
で
は
両
国
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
次
の
第
三
の
特
徴
が
重
要
で
あ
る
。
か
つ
て
「
離
婚
王
国
」
と
蔑
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
離
婚
率
は
、
確
か
に
一
九
七
九
年
に
は

五
・
三
六
と
他
の
国
々
を
大
き
く
引
き
離
す
勢
い
を
見
せ
た
が
、
こ
れ
を
ピ
ー
ク
に
以
後
確
実
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
離
婚
減
少
の
背
景
を
示
す
次
の
資
料
は
貴
重
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
六
月
一
九
日
付
の
ボ
ス
ト
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
紙
生
活
・
文
化
版
は
、D

ivorce
b

acklash
!

と
い
う
大
見
出
し
で
五
頁
に
及
ぶ
特
集
記

事
を
掲
載
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
前
年
の
普
通
離
婚
率
が
四
・
四
と
一
九
七
三
年
以
来
最
低
と
な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
色
々
な
角
度
か
ら
離
婚
防
止

へ
の
人
々
の
試
み
を
取
材
し
た
記
事
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
記
事
が
離
婚
減
少
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
次
の
四
点
（
４
）で

あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
合
衆
国
で
家
族
お
よ
び
婚
姻
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
数
が
五
万
人
に
達
し
、
一
九
七
〇
年
以
来
五
〇
倍
に
増
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
ス
マ
ー
ト
結
婚
・
幸
せ
家
族
博
覧
会
が
五
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
企
画
の
一
つ
と
し
て
、
五
百
人
の
専
門

家
を
対
象
に
離
婚
防
止
に
関
し
て
七
四
時
間
に
及
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
三
は
、
ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会
の
企
画
す
る
婚
姻
保
護
三
ヵ
年
計
画
に
三
千
人
以
上
の
法
律
関
係
者
が
資
金
援
助
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
四
は
、
聖
職
者
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
、
望
ま
し
く
な
い
婚
姻
を
事
前
に
防
ご
う
と
す
る
婚
姻
保
護
運
動
が
六
四
市
に
広
が
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
運
動
と
い
う
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
シ
ル
バ
ウ
（K

ath
arin

e
S

ilb
au

gh

）
助
教
授
（
家
族
法
担
当
）

五



イ
ギ
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け
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法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

六

の
説
明
に
よ
る
と
、
若
す
ぎ
る
婚
姻
あ
る
い
は
交
際
期
間
が
極
端
に
短
い
衝
動
的
婚
姻
な
ど
不
安
定
要
因
を
伴
い
が
ち
な
婚
姻
を
し
よ
う
と
す
る
者

た
ち
に
熟
考
を
促
す
聖
職
者
に
よ
る
運
動
で
あ
る
と
い
う
。

図
Ⅰ
に
見
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
離
婚
率
の
一
九
八
〇
年
以
降
の
顕
著
な
減
少
傾
向
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
取
組
み
が
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
も
は
や
離
婚
後
進
国
で
は
な
く
な
っ
た
わ
が
国
の
離
婚
問
題
に
も
か
か
わ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
深
く
心
に
留
め
る
べ
き
観
点
で
あ

ろ
う
（
イ
ギ
リ
ス
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
九
六
年
のF

am
ily

L
aw

A
ct

に
よ
っ
てm

ed
iation

の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
も
、
離
婚
率
の
増
加
傾

向
に
抗
し
て
、
防
げ
る
離
婚
は
防
ぎ
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
）。

さ
て
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
以
降
に
か
け
て
の
離
婚
法
改
革
の
一
斉
の
世
界
的
展
開
の
背
景
に
は
、
何
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
改
革
は
、
何
に
促
さ
れ
、
ま
た
、
何
に
応
え
よ
う
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
展
開
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
う
え
で
、
カ
ナ
ダ
の
社
会
史
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
タ
ー
（E

d
w

ard
S

h
orter

）
が
一
九
七
五
年
に
提
起
し
た
観
点
が
注

目
に
値
し
よ
う
。
シ
ョ
ー
タ
ー
は
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
近
代
家
族
の
形
成
過
程
を
独
自
の
方
法
で
調
査
・
究
明
す
る
中
で
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら

七
〇
年
代
に
か
け
て
男
女
関
係
に
お
け
る
「
第
二
次
性
革
命
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
程
の
顕
著
な
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
、
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、

男
女
の
出
会
い
の
「
匿
名
性
」（an

on
ym

ity

）
と
そ
の
結
び
付
き
の
「
情
緒
性
」（rom

an
ce

）
を
特
徴
と
す
る
男
女
関
係
の
在
り
方
の
変
化
が
こ
の

時
期
に
画
期
的
な
進
展
を
遂
げ
て
い
る
（
５
）、

と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
が
、
こ
の
指
摘
に
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
指
摘
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
一

九
七
〇
年
代
以
降
の
婚
姻
と
離
婚
に
関
す
る
国
民
の
意
識
の
顕
著
な
変
化
と
も
基
本
的
に
符
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
日
本
の
戦
後
も
一
九
七
〇
年
代
を
境
と
し
て
前
期
と
後
期
に
は
っ
き
り
と
時
期
を
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
る
（
６
）。

こ
の
観
点
か
ら
、
先
に
、
後
期
戦
後
に
お
け
る
国
民
の
婚
姻
観
と
離
婚
観
の
特
徴
を
、
各
種
調
査
の
結
果
を
総
合
し
て
捉
え
た
こ
と
が
あ
る
（
７
）。

そ
の
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離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
婚
姻
観
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
特
徴
は
、
次
の
二
点
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
現
代
の
婚
姻
に
お
け
る
主
体
性
・

自
律
性
の
向
上
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
婚
姻
関
係
に
お
け
る
情
緒
性
・
対
等
性
の
増
大
で
あ
る
。

第
一
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
見
合
結
婚
か
ら
恋
愛
結
婚
へ
の
配
偶
者
選
択
手
段
の
画
期
的
転
換
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
七
年

以
前
に
は
見
合
い
が
主
流
で
あ
っ
た
の
が
、
以
後
逆
転
が
進
み
、
一
九
九
一
年
に
は
見
合
結
婚
一
三
％
に
対
し
て
恋
愛
結
婚
が
八
七
％
と
圧
倒
的
に

優
勢
と
な
っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
女
性
に
と
っ
て
婚
姻
と
は
「
嫁
ぐ
も
の
」
で
は
な
く
、「
二
人
で
は
じ
め
る
も
の
」、「
創
る
も
の
」
と
す
る
意
識
も
一
般
化
し
て
き
て

お
り
、
さ
ら
に
、「
結
婚
を
望
む
理
由
」、「
結
婚
に
つ
い
て
の
考
え
方
」、
配
偶
者
決
定
時
に
お
け
る
「
自
分
の
意
志
」
に
お
い
て
、
特
に
女
性
に
つ

き
主
体
的
・
自
律
的
意
識
の
向
上
が
顕
著
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
配
偶
者
選
択
基
準
に
お
い
て
愛
情
、
性
格
（
人
柄
）、
健
康
な
ど
の
個
人
的
属
性
が
圧
倒
的
に
優
位
を
占
め
、
家
柄
、
父
の
職

業
、
財
産
な
ど
は
ま
こ
と
に
影
の
薄
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
婚
姻
関
係
の
在
り
方
も
、「
夫
唱
婦
随
・
内
助
の
功
型
」
よ
り
、「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
型
」、「
友
だ
ち
夫
婦
型
」
へ
の
志
向
が
顕
著
化
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
子
ど
も
中
心
の
家
庭
よ
り
夫
婦
中
心
の
家
庭
が
望
ま
し
い
と
す

る
意
識
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
表
れ
て
い
る
。

次
に
、
離
婚
観
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
離
婚
を
タ
ブ
ー
視
し
な
い
意
識
の
増
加
、
第
二
に
、
離
婚
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
積
極
化
に
表
れ
て
い
る
。

第
一
の
離
婚
を
タ
ブ
ー
視
し
な
い
意
識
の
増
加
は
、
一
九
九
七
年
暮
れ
に
、
朝
日
新
聞
社
が
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ス
社
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
日

米
共
同
世
論
調
査
の
結
果
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

七
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八

こ
れ
に
よ
る
と
、「
結
婚
相
手
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
、
離
婚
し
て
も
よ
い
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
離
婚
し
て
も
よ
い
」
が

六
一
％
、「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
が
三
一
％
と
肯
定
が
否
定
の
二
倍
と
な
り
、
同
社
の
八
八
年
調
査
の
結
果
で
は
肯
定
と
否
定
が
四
五
％
と
並
ん
で

い
た
の
と
大
き
な
違
い
を
示
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
同
社
の
分
析
は
、「
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
離
婚
観
が
大
き
く
変
化
し
た
様
子
が
は
っ
き
り
と

表
れ
た
」
と
驚
き
を
表
明
し
て
い
る
。
同
時
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
肯
定
六
一
％
の
内
訳
で
あ
る
。「
八
八
年
に
『
よ
い
と
思
う
』
が
半
数
を
超
え

た
の
は
、
二
、
三
〇
代
の
若
い
世
代
だ
け
だ
っ
た
が
、
二
〇
代
か
ら
五
〇
代
ま
で
の
層
で
軒
並
み
六
〇
％
を
超
え
、
六
〇
代
で
も
五
三
％
。
特
に
二

〇
代
か
ら
三
〇
代
に
か
け
て
の
女
性
と
三
〇
代
の
男
性
で
は
『
離
婚
し
て
も
よ
い
と
思
う
』
が
七
割
を
超
え
た
」
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
米
国
で
は
肯
定
六
四
％
、
否
定
三
五
％
と
な
っ
て
い
て
、「
こ
の
質
問
で
は
、
日
米
の
違
い
は
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
」
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
新
聞
社
も
驚
く
ほ
ど
の
、
離
婚
観
の
変
化
振
り
で
あ
る
。

第
二
の
離
婚
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
積
極
化
は
、
次
の
調
査
の
結
果
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
、「
あ
な
た
は
離
婚
と
い
う
言
葉
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
さ
れ
ま
す
か
」
と
問
い
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
七
、
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
八
の
中
か
ら
三
つ
ま
で
選
ば
せ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
、
未
婚
女
性
で
、「
失
敗
」、「
再
出
発
」、「
決
断
」、「
破
滅
」、

「
勇
気
」
の
順
、
既
婚
女
性
で
も
、「
失
敗
」、「
勇
気
」、「
再
出
発
」、「
決
断
」、「
生
活
力
」
の
順
と
な
り
、「
再
出
発
」、「
勇
気
」、「
決
断
」
な
ど

が
上
位
を
占
め
た
だ
け
で
な
く
、
全
体
で
も
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
（
一
五
二
％
）
が
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
（
一
二
四
・
七
％
）
を
上
回
っ
た
。

こ
の
調
査
結
果
は
、「
結
婚
同
様
、
離
婚
で
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
人
生
の
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
冷
静
に
受
け
と
め
て
い
く
と
い
う
考
え

方
の
あ
ら
わ
れ
」
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
わ
が
国
に
お
け
る
婚
姻
観
お
よ
び
離
婚
観
の
特
徴
は
、
先
に
見
た
シ
ョ
ー
タ
ー
が
指
摘
す
る
特
徴
と
高
い
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対
応
性
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
婚
姻
観
の
第
一
の
特
徴
は
シ
ョ
ー
タ
ー
の
い
う
「
匿
名
性
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
、
婚
姻
観
の
第
二
の
特
徴

は
シ
ョ
ー
タ
ー
の
い
う
「
情
緒
性
」
そ
の
も
の
で
あ
る
う
え
、
離
婚
観
の
二
つ
の
特
徴
と
も
こ
の「
情
緒
性
」の
反
面
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
朝
日
新
聞
社
が
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ス
社
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
日
米
共
同
世
論
調
査
の
結
果
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
日
米
の
違
い

は
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
」
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
九
八
年
の
調
査
結
果
で
も
、「
不
幸
な
結
婚
よ
り
も
離
婚
の
方
が
ま
し
だ
」
と
答
え
た
者
が
成
人

の
一
〇
人
の
う
ち
四
人
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
（
８
）な

ど
か
ら
も
、
以
上
に
見
た
婚
姻
観
お
よ
び
離
婚
観
の
特
徴
、
あ
る
い
は
、
シ
ョ
ー
タ
ー
の
「
匿
名
性
」

お
よ
び
「
情
緒
性
」
と
い
う
指
摘
は
、
世
界
に
共
通
性
の
高
い
も
の
と
し
て
、
第
三
の
エ
ポ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
離
婚
法
改
革
の
世
界
的
展
開
の
背
景

に
あ
る
人
々
の
意
識
の
変
化
を
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
捉
え
き
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
見
た
七
〇
年
代
以
降
の
離
婚
法
改
革
の
世
界
的
展
開
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
意
識
の
変
化
に
促
さ
れ
つ
つ
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な

人
々
の
意
識
の
変
化
に
応
え
よ
う
と
し
て
達
成
さ
れ
た
と
い
う
一
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。

（
１
）M

ary
A

n
n

G
len

d
on

,“T
h

e
T

ran
sform

ation
of

F
am

ily
L

aw
”(1989),p

.189;
cf.

D
oris

Jon
as

F
reed

an
d

T
im

oth
y

B
.

W
alker,“F

am
ily

L
aw

in
th

e
F

ifty
S

tates:A
n

O
verview

”,F
am

ily
L

aw
Q

u
arterly,V

ol.20,N
o.3(1986),p

p
.460

et
seq

.
;

H
erb

ert
Jacob

,“S
ilen

t
R

evolu
-

tion
:T

h
e

T
ran

sform
ation

of
D

ivorce
L

aw
in

th
e

U
n

ited
S

tates”(1988),p
p

.43
et

seq..

（
２
）H

e
rb

ie
D

iF
o

n
z

o
,“P

a
ra

d
o

x
o

f
C

h
a

n
g

e
:T

h
e

E
n

g
lish

B
a

c
k

g
ro

u
n

d
to

th
e

C
a

lifo
rn

ia
D

iv
o

rc
e

R
e

v
o

lu
tio

n
”,

L
in

-

c
o

ln
L

a
w

R
eview

,V
ol.22,N

o.1(1994),p
p

.32
et

seq.；
M

ax
R

ein
stein

,“M
arriage

S
tability

,D
ivorce,

an
d

th
e

L
aw

”(1972),p
p

.375
et

seq..

（
３
）
浦
本
寛
雄
『
離
婚
法
の
変
動
と
思
想
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
）
二
九
四
頁
。
な
お
、
他
の
分
類
と
し
て
、
利
谷
信
義
ほ
か
編
『
離
婚
の
法
社

会
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
八
頁
以
下
〔
利
谷
〕
参
照
。

九
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（
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）

一
〇

（
４
）
こ
の
ボ
ス
ト
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
紙
の
特
集
記
事
は
、
離
婚
減
少
の
原
因
と
し
て
本
文
に
取
り
上
げ
た
四
点
の
ほ
か
に
、
い
ま
一
点
を
加
え
て
い
る
。
そ

れ
は
、
二
〇
数
州
に
お
い
て
簡
易
か
つ
迅
速
な
離
婚
を
可
能
と
す
る
破
綻
主
義
離
婚
法
を
修
正
ま
た
は
廃
止
す
る
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
近
年
、
伝
統
回
帰
指
向
の
逆
流
現
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。
現
に
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で

は
、
こ
の
種
の
「
誓
約
婚
姻
法
」
が
一
九
九
七
年
八
月
に
成
立
し
て
お
り
、
こ
の
法
律
で
は
離
婚
原
因
に
有
責
事
由
を
復
活
い
さ
せ
、
離
婚
原
因
と
し

て
の
別
居
期
間
も
六
ヵ
月
か
ら
二
年
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
婚
姻
法
施
行
以
来
、
こ
の
「
誓
約
婚
姻
」
を
選
択
し
た
新
婚
夫
婦
は
一
％
に
満
た
な

い
も
の
の
、
二
〇
も
の
州
議
会
か
ら
こ
の
婚
姻
法
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
ブ
ー
ム
を
呼
ぶ
か
の
勢
い
を
示
し
、
こ
の
新
法
を
提
案
し
た

共
和
党
保
守
派
の
ト
ニ
ー
・
パ
ー
キ
ン
ズ
州
下
院
議
員
は
、「
児
童
虐
待
、
一
〇
代
の
妊
娠
、
子
供
の
貧
困
は
す
べ
て
家
庭
の
崩
壊
が
原
因
。
離
婚
が
減

れ
ば
、
問
題
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
減
る
」
と
高
言
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
朝
日
新
聞
〔
西
部
本
社
版
〕
一
九
九
八
年
五
月
一
二
日
付
朝
刊
八
頁
）。

学
界
で
も
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
強
い
警
戒
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
（cf.L

au
ra

B
rad

ford
,“T

h
e

C
ou

n
terrevolu

tion
:A

C
ritiq

u
e

of

R
ecen

t
P

rop
osals

to
R

eform
N

o-F
au

lt
D

ivorce
L

aw
s”,S

tan
ford

L
aw

R
eview

,V
ol.49,N

o.3(1997),p
p

.607
et

seq.

）。
こ
の
逆
流
現
象
が
離

婚
法
改
革
に
対
抗
す
る
ア
メ
リ
カ
保
守
派
の
反
動
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
地
の
学
説
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
点
は
除
く
と
し
て
、
本
文
に
取
り
上
げ
た
他
の
四
点
は
、
わ
が
国
で
も
参
考
に
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
、
離
婚
の
防
止

が
法
の
任
務
で
は
な
く
、
主
と
し
て
教
育
と
宗
教
の
任
務
で
あ
る
こ
と
は
、
穂
積
陳
重
が
、
早
く
も
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
月
八
日
開
催
の
第

一
四
九
回
法
典
調
査
会
に
お
い
て
力
説
し
て
い
た
（
浦
本
・
前
掲
書
四
二
頁
以
下
参
照
）。
わ
が
国
で
も
、
今
日
、
も
は
や
離
婚
後
進
国
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
、
本
文
で
指
摘
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
一
九
六
〇
年
の
離
婚
率
は
二
・
二
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（cf.M

ary
S

om
erville

Jon
es,“A

n

H
istoricalG

eograp
h

y
of

th
e

C
h

an
gin

g
D

ivorce
L

aw
in

th
e

U
n

ited
S

tates”(1987),p
.154

）。

日
本
が
ア
メ
リ
カ
並
に
な
る
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
が
、「
離
婚
王
国
」
と
蔑
ま
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
取
り
組
み
を
も
っ
て
他
山

の
石
と
す
べ
き
時
期
を
わ
が
国
も
す
で
に
迎
え
て
い
る
こ
と
に
、
疑
問
の
余
地
は
な
か
ろ
う
。
わ
が
国
で
も
、
国
民
の
離
婚
観
に
お
い
て
、
離
婚
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
の
積
極
化
が
確
実
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
本
文
で
述
べ
た
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
第
一
位
が
既
婚
、
未
婚
を
問
わ
ず

「
失
敗
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
失
敗
」
を
防
止
す
る
た
め
の
各
種
の
社
会
的
取
り
組
み
の
強
化
は
、
わ
が
国
の
国
民
の
歓
迎
す
る
も
の
で
も
あ

る
の
で
あ
ろ
う
。
離
婚
を
単
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
と
せ
ず
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
伝
統
回
帰
指
向
に
陥
る
こ
と
も
な
く
、
一
九

世
紀
末
に
す
で
に
穂
積
陳
重
が
説
い
た
観
点
に
正
し
く
立
脚
し
た
離
婚
防
止
＝
婚
姻
尊
重
へ
向
け
た
各
種
の
社
会
的
取
り
組
み
の
本
格
的
展
開
が
、
今

日
、
す
で
に
わ
が
国
で
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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ギ
リ
ス
に
お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

（
５
）E

.S
h

orter,“T
h

e
M

akin
g

of
M

od
ern

F
am

ily”
(1975),p

p
.161-167.

（
６
）
浦
本
寛
雄
『
家
族
法
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
六
頁
以
下
参
照
。

（
７
）
詳
し
く
は
、
浦
本
・
前
掲
注
（
３
）
七
九
頁
以
下
参
照
。

（
８
）N

ation
alS

tatistics,“S
ocialT

ren
d

s”
N

o.31(2001),p
.48.

二
　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立

（
一
）

前
史
―
―
破
綻
主
義
離
婚
法
の
胎
動
―
―

イ
ギ
リ
ス
の
破
綻
主
義
離
婚
法
は
、
そ
の
誕
生
こ
そ
一
九
六
九
年
の
改
革
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
破
綻
主
義
離
婚
法
の
採
用

へ
向
け
て
の
い
わ
ば
胎
動
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
始
ま
っ
て
い
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
離
婚
法
改
正
問
題
の
本
格
的
な
議
論
は
、
一
九
五
一
年
に
離
婚
法
等
の
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
王
立
委
員
会

（R
oyal

C
om

m
ission

on
M

arriage
an

d
D

ivorce

―
―
い
わ
ゆ
る
モ
ー
ト
ン
委
員
会
）
の
作
業
に
始
ま
っ
て
い
た
（
１
）。

こ
の
委
員
会
は
、
一
九
五
六
年
に

発
表
し
た
報
告
書

“R
ep

ort
1951-1955”

に
お
い
て
、「
離
婚
の
増
加
は
今
後
さ
ら
に
真
に
憂
慮
す
べ
き
数
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
２
）と

の
認
識
を
示

し
た
う
え
で
、
婚
姻
崩
壊
問
題
の
要
因
と
こ
の
問
題
に
対
処
す
べ
き
方
策
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
一



イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

一
二

ま
ず
、
婚
姻
崩
壊
問
題
の
要
因
と
し
て
、
次
の
六
点
を
指
摘
す
る
（
３
）。

そ
の
第
一
は
、
生
活
関
係
の
複
雑
化
に
伴
う
夫
婦
間
の
不
和
の
原
因
と
可
能
性
の
増
加
、
婚
姻
生
活
の
開
始
を
妨
げ
る
住
宅
不
足
、
子
の
出
産
を

遅
ら
せ
る
傾
向
、
思
慮
に
欠
け
が
ち
で
実
際
に
離
婚
率
も
高
い
若
年
婚
姻
の
増
加
な
ど
に
よ
る
婚
姻
の
危
機
の
か
つ
て
な
い
増
大
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
教
育
の
普
及
、
生
活
水
準
の
向
上
、
そ
し
て
、
女
性
の
社
会
的
・
経
済
的
制
約
か
ら
の
解
放
の
結
果
生
じ
た
婚
姻
に
対
す
る
要
求

の
高
度
化
と
夫
婦
平
等
の
観
念
の
発
達
に
伴
う
新
た
な
緊
張
の
発
生
で
あ
る
。

そ
の
第
三
は
、
婚
姻
外
の
性
関
係
に
対
す
る
伝
統
的
抑
制
機
能
の
弱
化
と
代
る
べ
き
新
理
念
の
未
確
立
で
あ
る
。

そ
の
第
四
は
、
婚
姻
生
活
上
の
義
務
と
責
任
の
観
念
の
稀
薄
化
傾
向
で
あ
る
。

そ
の
第
五
は
、
離
婚
に
対
す
る
社
会
的
反
応
の
変
化
と
そ
の
関
係
者
へ
の
影
響
で
あ
る
。

そ
の
第
六
は
、
婚
姻
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
漸
次
進
展
と
そ
れ
の
婚
姻
の
全
般
的
安
定
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
婚
姻
崩
壊
問
題
に
対
処
す
べ
き
方
策
に
つ
い
て
は
、
離
婚
を
さ
ら
に
困
難
に
す
る
こ
と
は
、
こ
の
問
題
の
改
善
策
と
は
な

り
え
な
い
と
考
え
る
、
問
題
の
本
質
は
そ
の
よ
う
な
方
策
に
よ
っ
て
は
到
底
対
処
し
き
れ
な
い
ほ
ど
に
根
の
深
い
も
の
で
あ
る
し
、「
世
論
」（p

u
b

-

lic
op

in
ion

）
が
離
婚
の
制
限
を
支
持
す
る
と
み
ら
れ
る
証
拠
は
全
く
な
い
と
し
た
う
え
で
、
問
題
へ
の
対
処
の
方
策
の
基
本
を
、
次
の
よ
う
に
指

摘
し
た
の
で
あ
る
。

「
事
態
を
改
善
に
導
く
真
の
方
策
は
、
義
務
を
果
す
意
思
、
婚
姻
を
終
生
の
結
合
と
す
る
決
意
お
よ
び
子
に
対
す
る
正
し
い
責
任
の
自
覚
の
涵

養
・
強
化
に
こ
そ
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
こ
の
目
的
は
、
広
い
意
味
で
の
教
育
、
す
な
わ
ち
、
婚
姻
前
の
特
別
な
教
育
、
お
よ
び
、

婚
姻
後
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
破
綻
に
瀕
し
た
場
合
の
調
停
の
た
め
の
施
策
の
整
備
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
」

（
４
）

―
―
と
。



イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

「
こ
の
目
的
は
、
広
い
意
味
で
の
教
育
…
…
…
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
観
点
こ
そ
は
、
後
に
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
離
婚
法
改
革
の
徹
底
性
と
柔
軟
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
可
能
に
し
た
源
泉
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

離
婚
法
に
破
綻
主
義
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
、
こ
の
報
告
書
の
中
に
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

委
員
会
で
は
、
意
見
が
真
っ
二
つ
に
分
か
れ
た
（
５
）。

九
名
の
委
員
は
、
七
年
以
上
の
別
居
を
他
の
配
偶
者
の
反
対
が
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
離
婚
原
因
に
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
次
の
諸
点
を
挙
げ
た
。

す
な
わ
ち
、
①
社
会
的
諸
変
化
の
急
速
な
進
行
と
社
会
の
伝
統
的
諸
慣
習
に
対
す
る
宗
教
思
想
の
影
響
力
の
衰
退
の
中
で
、
離
婚
は
、
も
は
や
婚

姻
義
務
違
反
に
対
す
る
制
裁
で
は
な
く
配
偶
者
の
一
方
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
そ
の
苦
難
か
ら
の
解
放
の
手
段
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
、
②
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
現
行
法
上
も
精
神
病
離
婚
に
つ
い
て
す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
現
行
法
上
の
有
責
主
義
は
、
実

際
に
最
も
不
誠
実
、
不
正
直
か
つ
無
神
経
な
者
に
味
方
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
④
婚
姻
解
消
の
原
因
を
婚
姻
の
完
全
な
破
綻
に
求
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
真
の
終
生
の
結
合
と
し
て
の
婚
姻
が
強
調
さ
れ
、
真
実
の
婚
姻
に
対
す
る
尊
重
の
思
想
は
か
え
っ
て
高
め
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
九
名
中
の
四
名
の
委
員
は
、
さ
ら
に
、
七
年
以
上
の
別
居
は
他
の
配
偶
者
の
反
対
が
あ
る
場
合
で
も
そ
の
別
居
が
他
の
配
偶
者
の
正
当
な
理

由
に
基
づ
か
な
い
行
為
に
そ
の
一
因
が
あ
る
と
き
に
は
離
婚
原
因
と
す
る
の
が
一
層
望
ま
し
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
多
く
の
不
適
法
婚

（illicit
u

n
ion

）
が
終
生
の
幸
福
な
婚
姻
の
可
能
性
と
子
の
福
祉
の
す
べ
て
の
条
件
を
備
え
な
が
ら
適
法
な
婚
姻
と
な
り
え
な
い
こ
と
の
個
人
と
国
家

に
と
っ
て
の
有
害
性
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
こ
の
種
の
離
婚
原
因
が
す
で
に
国
民
の
大
多
数
の
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
名
を
除
く
他
の
九
名
の
委
員
は
、
次
の
理
由
か
ら
、
こ
の
提
案
に
反
対
し
た
。

一
三



イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

一
四

す
な
わ
ち
、
①
有
責
主
義
の
維
持
こ
そ
は
社
会
の
最
善
の
利
益
に
合
致
す
る
こ
と
、
②
善
を
強
化
し
悪
を
抑
制
す
る
の
が
法
の
本
来
的
任
務
で
あ

る
こ
と
、
③
離
婚
原
因
の
重
要
な
変
更
は
広
範
な
国
民
的
要
求
で
な
い
う
え
、
変
更
を
求
め
る
例
外
的
事
例
に
対
処
す
る
た
め
の
法
の
拡
張
は
婚
姻

の
状
態
に
重
大
な
弊
害
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
後
者
の
反
対
意
見
は
、「
法
の
教
育
的
機
能
」
に
強
い
期
待
を
寄
せ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
大
主
教
を
中
心
と
す
る
勢
力
の
支
援
を
受
け
た
（
６
）。

一
方
、
前
者
の
提
案
に
表
れ
る
離
婚
法
改
革
の
動
き
は
、
一
九
六
三
年
に
は
エ
イ
ブ
ズ
議
員
に
よ
る
七
年
の
別
居
後
の
離
婚
を
認
め
る
条
項
を
含
む

法
律
案
の
国
会
提
出
へ
と
発
展
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
条
項
は
、
削
除
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（（
７７
））。

以
上
の
よ
う
に
、
破
綻
主
義
離
婚
法
の
採
用
へ
の
動
き
は
、
戦
後
ほ
ど
な
く
し
て
始
ま
り
な
が
ら
も
、
結
局
、
膠
着
状
態
の
中
で
そ
の
実
現
を
久

し
く
阻
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）

膠
着
状
態
か
ら
の
脱
却
―
―
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
グ
ル
ー
プ
の
譲
歩
―
―

こ
の
よ
う
な
膠
着
状
態
か
ら
脱
却
す
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
六
年
に
カ
ン
タ
べ
リ
ー
の
大
主
教
グ
ル
ー
プ
（A

G
rou

p

ap
p

oin
ted

by
th

e
A

rch
bish

op
of

C
an

terbu
ry

）
が
発
表
し
た
報
告
書“P

u
ttin

g
A

su
n

d
er”

で
あ
っ
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
有
責
主
義
か
破
綻
主
義
か
の
選
択
は
結
局
は
二
つ
の
「
罪
悪
の
選
択
」（a

ch
oice

of
evils

）
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
の
観

点
か
ら
、
社
会
の
現
状
か
ら
す
る
と
き
破
綻
主
義
を
も
っ
て
「
よ
り
小
さ
な
罪
悪
」
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
、
破
綻
主
義
支
持
の
立
場
を
表
明

し
た
（
８
）。
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と
展
開
（
一
）

同
時
に
、
こ
の
報
告
書
は
、
こ
の
破
綻
主
義
に
よ
る
離
婚
の
裁
判
は
、
い
わ
ば
「
検
死
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、

婚
姻
関
係
の
「
死
亡
」
の
事
実
と
原
因
を
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
審
理
さ
れ
た
破
綻
」（b

reakd
ow

n
w

ith
in

q
u

est

）

の
採
用
を
唱
え
た
（
９
）。

大
法
官
は
、
直
ち
に
こ
の
報
告
書
の
検
討
を
新
た
に
設
置
さ
れ
た
法
律
委
員
会
（T

h
e

L
aw

C
om

m
ission

）
に
付
託
し
た
（
10
）。

（
三
）

法
律
委
員
会
の
攻
勢
―
―
そ
の
見
解
の
優
位
性
―
―

法
律
委
員
会
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書“T

h
e

F
ield

of
C

h
oice”

を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
は
、
右
の
大
主
教
グ
ル
ー
プ
の
唱
え
る
「
破
綻
」
に
つ
い
て
、
婚
姻
共
同
生
活
が
終
了
し
当
事
者
の
和
解
が
不
可
能
と
確
信
さ
れ
る

場
合
、
そ
の
婚
姻
は
現
実
に
は
す
で
に
破
綻
し
て
い
る
の
に
、
裁
判
所
に
さ
ら
に
時
間
と
費
用
を
か
け
た
詳
細
な
審
理
を
要
求
す
る
と
い
う
基
本
的

欠
点
を
有
し
て
い
る
と
批
判
し
て
、
こ
の
「
破
綻
」
の
採
用
を
拒
む
と
と
も
に
、
代
わ
る
べ
き
破
綻
概
念
と
し
て
、
別
居
期
間
の
証
明
と
反
対
証
拠

の
不
存
在
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
破
綻
、
す
な
わ
ち
「
審
理
さ
れ
な
い
破
綻
」（b

reakd
ow

n
w

ith
ou

t
in

q
u

est

）
を
、
合
意
離
婚
お
よ
び
別
居
原
因

と
と
も
に
、
離
婚
法
改
正
が
拠
り
所
と
す
べ
き
選
択
肢
と
し
て
提
案
し
た
（
11
）。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
提
案
の
前
提
に
あ
る
法
律
委
員
会
の
問
題
の
捉
え
方
と
課
題
へ
の
対
処
の
視
点
で
あ
る
。
離
婚
増
加
の
原
因
、
離
婚
法
の

目
的
、
離
婚
法
改
正
の
基
本
的
視
点
と
「
基
礎
的
前
提
」
な
ど
に
関
し
て
、
こ
の
報
告
書
は
、
概
略
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
離
婚
増
加
の
原
因
に
関
し
て
、
今
世
紀
に
お
け
る
離
婚
の
増
加
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
家
族
生
活
の
崩
壊
と
道
徳
水
準
の
低
下
の
証
拠
の
よ

一
五



イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

一
六

う
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
次
の
三
点
を
主
張
す
る
（
12
）。

そ
の
第
一
は
、
離
婚
数
の
増
加
は
、
そ
れ
が
離
婚
に
行
き
着
く
崩
壊
家
庭
の
割
合
の
増
加
を
表
し
て
い
る
だ
け
な
ら
特
に
問
題
は
な
い
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
警
戒
を
要
す
る
も
の
と
な
る
の
は
、
崩
壊
家
庭
そ
の
も
の
の
増
加
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
だ
け
で
あ
る
と
す
る
。

そ
の
第
二
は
、
崩
壊
家
庭
の
増
加
で
さ
え
、
破
綻
の
危
機
を
伴
い
が
ち
な
婚
姻
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

そ
の
第
三
は
、
た
と
え
破
綻
し
た
婚
姻
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
単
に
婚
姻
が
ま
す
ま
す
多
く
の
危
機
に
直
面
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
婚
姻
尊
重
の
思
想
や
道
徳
水
準
の
低
下
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
右
の
主
張
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
（
13
）。

ま
ず
、
主
張
の
第
一
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
。

す
な
わ
ち
、
①
離
婚
は
婚
姻
破
綻
の
一
つ
の
選
択
的
帰
結
に
す
ぎ
ず
な
い
こ
と
、
②
離
婚
は
婚
姻
破
綻
の
結
果
で
あ
っ
て
そ
の
逆
で
は
な
い
こ
と
、

③
新
た
な
夫
婦
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
者
が
「
不
義
の
関
係
」（“livin

g
in

sin
”

）
よ
り
は
法
的
関
係
を
望
ん
で
離
婚
す
る
場
合
、
こ
の
離
婚
は
む
し

ろ
婚
姻
尊
重
思
想
の
強
さ
を
表
し
て
い
る
こ
と
、
④
離
婚
が
社
会
的
に
有
害
で
あ
る
と
確
実
に
い
え
る
の
は
、
法
的
結
合
が
全
く
目
的
を
達
し
え
な

い
こ
と
を
当
事
者
が
予
め
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
起
き
な
か
っ
た
家
庭
崩
壊
を
離
婚
の
可
能
性
が
も
た
ら
す
場
合
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
こ
と
、
⑤
ど

の
統
計
資
料
か
ら
も
ど
こ
ま
で
が
婚
姻
破
綻
の
主
な
原
因
で
あ
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
得
な
い
し
、
崩
壊
家
庭
の
総
数
さ
え
把
握
で
き
な
い
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。

主
張
の
第
二
に
つ
い
て
は
、
①
今
世
紀
中
に
既
婚
婦
人
の
数
が
二
倍
以
上
に
達
す
る
と
い
う
婚
姻
数
の
画
期
的
な
増
加
が
現
実
に
生
じ
て
い
る
こ

と
、
②
こ
の
現
象
は
、
総
人
口
の
増
加
に
限
ら
ず
、
婚
姻
人
口
の
割
合
の
増
加
と
婚
姻
の
若
年
化
に
も
基
因
し
て
い
る
こ
と
、
③
離
婚
数
が
婚
姻
人

口
以
上
の
急
速
な
上
昇
を
示
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
崩
壊
家
庭
の
割
合
の
増
加
を
意
味
せ
ず
、
破
綻
し
た
婚
姻
の
割
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合
の
増
加
よ
り
は
む
し
ろ
離
婚
の
早
期
化
が
は
る
か
に
重
要
な
原
因
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
す
る
。

主
張
の
第
三
に
つ
い
て
は
、
破
綻
し
た
婚
姻
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
道
徳
水
準
の
低
下
を
意
味
し
な
い
理
由
と
し

て
、
婚
姻
が
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
期
間
の
長
期
化
、
お
よ
び
、
危
機
そ
の
も
の
の
増
加
を
挙
げ
、
前
者
に
つ
い
て
、
婚
姻
の
若
年
化
と
寿
命
の
伸
長

に
よ
っ
て
婚
姻
の
平
均
継
続
期
間
が
前
世
紀
の
二
倍
と
な
っ
た
結
果
、
婚
姻
が
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
期
間
も
そ
の
分
長
期
化
し
た
と
す
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
①
住
宅
不
足
に
よ
っ
て
多
く
の
若
い
夫
婦
が
家
の
な
い
困
難
な
初
期
の
婚
姻
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
困
難
は
夫
婦

の
年
齢
が
低
い
ほ
ど
堪
え
難
い
も
の
と
な
る
こ
と
、
②
妻
の
婚
姻
生
活
の
半
分
が
出
産
と
育
児
の
終
了
後
と
な
っ
た
こ
と
、
③
家
族
計
画
と
家
事
の

機
械
化
に
よ
っ
て
妻
が
完
全
雇
用
者
と
し
て
就
業
で
き
夫
か
ら
経
済
的
に
独
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

婚
姻
の
危
機
そ
の
も
の
が
増
加
し
た
と
す
る
。

ま
た
、
優
れ
た
離
婚
法
の
目
的
と
し
て
、
婚
姻
の
安
定
性
を
強
固
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
婚
姻
が
回
復
不
能
な
ま
で
に
破
綻
し
た
場
合
に
、
最

大
の
公
正
と
最
小
の
苦
痛
、
窮
迫
お
よ
び
恥
辱
を
も
っ
て
法
的
形
骸
の
解
消
を
可
能
に
す
る
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
た
（
14
）う

え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
れ
ら
二
つ
の
主
要
な
目
的
以
外
に
、
い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
必
要
条
件
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
離
婚
法
は
国
民
か
ら
受
け
容
れ
ら
れ
、
か
つ
、
重

ん
じ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
離
婚
法
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
直
接
間
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
卓
越
し
た
法
分
野

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
15
）」

さ
ら
に
、
解
決
を
求
め
ら
れ
て
い
る
主
な
問
題
点
と
し
て
、
次
の
四
点
、
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
調
停
の
促
進
の
不
十
分
、
第
二
に
、
安
定
的
不

適
法
婚
の
広
範
化
、
第
三
に
、「
経
済
的
弱
者
で
あ
る
配
偶
者
（
通
常
は
妻
）
に
対
す
る
『
不
正
義
』（in

ju
stice

）」、
そ
し
て
、
第
四
に
、
崩
壊
し
た

婚
姻
の
子
に
対
す
る
保
護
の
重
大
な
不
備
を
指
摘
す
る
（
16
）。

一
七
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一
八

そ
の
う
え
で
、
離
婚
法
改
正
に
臨
む
基
本
的
視
点
と
し
て
唱
え
る
次
の
点
は
、
法
律
委
員
会
の
見
解
の
優
位
性
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
離
婚
法
改
正
に
お
け
る
選
択
の
範
囲
を
画
す
る
に
当
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
の
わ
が
国
に
お
け
る
国
民
の
間
の
慣
行

（socialh
abit

）
と
世
論
（p

u
blic

op
in

ion

）
に
関
す
る
厳
然
た
る
事
実
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
17
）」

と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
明
ら
か
に
現
実
的
で
あ
り
、
か
つ
改
正
に
枠
組
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
し
ば
し
ば
見
落
さ
れ
が
ち
な
事
項
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
改
正
の
た
め
の
「
若
干
の
基
礎
的
前
提
」
は
、
い
ず
れ
も
右
の
基
本
的
視
点
に
お
け
る
「
国
民
の
間
の
慣
行
」
と
「
世
論
」
に
関
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
次
の
八
点
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
世
論
は
、
離
婚
す
る
こ
と
を
一
層
困
難
に
し
た
り
離
婚
に
要
す
る
期
間
を
さ
ら
に
長
期
化
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
そ
の
結
果

相
当
数
の
婚
姻
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限
り
、
一
切
こ
れ
を
受
け
容
れ
よ
う
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
。

そ
の
第
二
は
、
当
事
者
間
に
お
け
る
和
解
の
可
能
性
が
離
婚
の
訴
え
の
提
起
ま
で
に
皆
無
に
等
し
く
な
る
こ
と
は
、
経
験
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
。

そ
の
第
三
は
、
離
婚
が
認
め
ら
れ
よ
う
と
認
め
ら
れ
ま
い
と
、
今
日
の
状
況
で
は
、
夫
婦
は
生
活
が
堪
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
別
れ
る
で
あ
ろ
う

し
、
現
行
法
上
の
別
の
名
称
へ
の
変
更
の
容
易
さ
は
新
た
な
「
婚
姻
」
を
簡
単
に
登
場
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
子
が
生
ま
れ
た
場
合
、
そ
の

子
は
非
嫡
出
身
分
に
ま
つ
わ
る
恥
辱
の
主
た
る
被
害
者
と
な
る
こ
と
。

そ
の
第
四
は
、
離
婚
は
両
親
に
限
ら
ず
子
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
。

そ
の
第
五
は
、
婚
姻
破
綻
は
一
般
に
離
婚
原
因
た
る
有
責
行
為
に
先
行
す
る
こ
と
。

そ
の
第
六
は
、
世
論
は
、
離
婚
訴
訟
手
続
に
要
す
る
費
用
総
額
を
倍
増
さ
せ
る
提
案
を
歓
迎
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
費
用
は
マ
リ
ッ
ジ
・
ガ
イ
ダ
ン
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ス
や
調
停
な
ど
の
他
の
目
的
の
た
め
に
用
い
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
こ
と
。

そ
の
第
七
は
、
世
論
は
、
同
様
に
、
王
代
訟
人
部
局
の
大
幅
拡
大
あ
る
い
は
離
婚
訴
訟
で
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
真
偽
を
審
査
す
る
公
務
員
の
大
幅

増
員
も
歓
迎
し
な
い
こ
と
。

そ
の
第
八
は
、
経
済
的
弱
者
た
る
当
事
者
の
真
実
か
つ
自
由
な
合
意
を
確
保
し
、
ま
た
、
当
事
者
と
そ
の
弁
護
士
に
よ
る
経
済
的
取
り
決
め
を
証

明
す
る
た
め
に
は
独
立
の
確
認
手
続
が
な
け
れ
ば
な
ら
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
の
合
意
の
み
を
要
件
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
郵
便
局
離
婚
」

（P
ost

O
ffice

d
ivorce

）
は
、
子
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
の
八
点
で
あ
る
。

（
四
）

破
綻
主
義
離
婚
法
の
成
立
―
―
そ
の
経
過
が
示
唆
す
る
も
の
―
―

法
律
委
員
会
の
見
解
は
、
こ
の
よ
う
に
、
大
主
教
グ
ル
ー
プ
の
見
解
と
対
立
し
た
。
そ
の
後
、
両
者
は
協
議
を
重
ね
、
そ
の
結
果
、
翌
年
（
一
九

六
七
年
）
に
両
者
の
間
に
合
意
が
調
っ
た
（
18
）。

ウ
イ
ル
ソ
ン
議
員
は
、
合
意
の
成
果
を
改
正
法
案
と
し
て
国
会
に
提
出
し
、
幾
多
の
議
論
の
末
に
（
19
）、

「
わ
が
国
の
離
婚
法
の
歴
史
の
中
で
最
も
過
激
」

（
20
）

と
さ
れ
る
改
正
離
婚
法
が
一
九
六
九
年
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
（
21
）。

こ
の
離
婚
法
は
、
回
復
し
難
い
婚
姻
破
綻
を
唯
一
の
離
婚
原
因
と
す
る
（
一
条
）
と
と
も
に
、
こ
の
破
綻
は
、（
ａ
）
同
居
に
堪
え
な
い
姦
通
、

（
ｂ
）
同
居
を
期
待
で
き
な
い
行
為
、（
ｃ
）
二
年
以
上
の
遺
棄
、（
ｄ
）
離
婚
合
意
が
あ
る
場
合
の
二
年
以
上
の
別
居
、（
ｅ
）
五
年
以
上
の
別
居
、

の
五
つ
の
事
実
の
う
ち
の
一
つ
以
上
が
存
在
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
（
二
条
）、
と
定
め
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
画
期
的
な
離
婚
法
改
革
は
、
こ
う
し
て
、
よ
う
や
く
達
成
さ
れ
、
破
綻
主
義
離
婚
法
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
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け
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綻
主
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離
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法
の
成
立
と
展
開
（
一
）

二
〇

イ
ギ
リ
ス
の
一
九
六
九
年
改
正
離
婚
法
の
成
立
の
経
過
と
そ
こ
に
現
れ
る
離
婚
法
改
革
の
背
景
の
概
要
は
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
は
、
多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
次
の
四
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
王
立
委
員
会
も
法
律
委
員
会
も
、
婚
姻
崩
壊
問
題
の
要
因
あ
る
い
は
離
婚
増
加
の
原
因
を
手
が
か
り
と
し
て
、
社
会
と
と
も
に
変

化
す
る
婚
姻
・
離
婚
問
題
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
離
婚
法
の
課
題
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る
視
点
を
一
貫
し
て
採
用
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
王
立
委
員
会
が
、
事
態
を
改
善
に
導
く
目
的
は
、
離
婚
を
さ
ら
に
困
難
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
「
広
い
意
味
で
の
教
育

…
…
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
得
る
」
と
し
て
、
法
の
任
務
と
教
育
の
任
務
を
原
則
的
に
分
け
る
視
点
を
い
ち
は
や
く
確
立
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
破
綻
主
義
の
導
入
を
め
ぐ
る
こ
の
委
員
会
内
部
の
意
見
の
対
立
や
後
の
大
主
教
グ
ル
ー
プ
と
法
律
委
員
会
の
見
解
の
対
立
が
あ
り
な
が
ら
も
、

最
終
的
に
画
期
的
な
離
婚
法
改
革
へ
の
展
開
を
可
能
に
し
た
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
早
い
時
期
に
お
け
る
こ
の
視
点
の
確
立
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
第
三
は
、
王
立
委
員
会
が
、
離
婚
の
一
層
の
困
難
化
を
事
態
へ
の
対
処
の
方
策
か
ら
排
除
す
る
理
由
を
実
態
に
表
れ
る
問
題
の
本
質
の
根
の

深
さ
と
「
世
論
」
が
支
持
す
る
と
は
み
ら
れ
な
い
点
に
求
め
、
法
律
委
員
会
も
、「
婚
姻
尊
重
思
想
の
強
さ
」
を
指
摘
し
な
が
ら
、
離
婚
法
改
正
に

臨
む
基
本
的
視
点
を
「
離
婚
法
改
正
に
お
け
る
選
択
の
範
囲
を
画
す
る
に
当
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
の
わ
が
国
に
お
け
る
国
民
の
間
の
慣
行

と
世
論
に
関
す
る
厳
然
た
る
事
実
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
起
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
世
論
」
に
表
れ
る
婚
姻
と

離
婚
に
関
す
る
国
民
一
般
の
意
識
、
す
な
わ
ち
、
婚
姻
観
・
離
婚
観
と
そ
の
現
実
の
家
族
関
係
へ
の
反
映
と
し
て
の
「
国
民
の
間
の
慣
行
」
を
離
婚

法
改
正
作
業
が
依
拠
す
べ
き
基
盤
と
捉
え
る
視
点
を
基
本
に
据
え
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
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そ
の
第
四
は
、
法
律
委
員
会
が
解
決
を
求
め
ら
れ
て
い
る
主
な
問
題
点
と
し
て
、
子
の
保
護
の
問
題
と
と
も
に
「
経
済
的
弱
者
で
あ
る
配
偶
者

（
通
常
は
妻
）
に
対
す
る
『
不
正
義
』」
を
指
摘
し
て
、
破
綻
主
義
導
入
の
要
請
と
配
偶
者
保
護
の
要
請
の
統
一
的
把
握
を
離
婚
法
改
正
の
課
題
と
し

て
掲
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
離
婚
法
改
革
の
経
過
が
示
唆
す
る
も
の
は
、
こ
の
改
革
の
画
期
性
を
可
能
に
し
た
要
因
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

こ
の
離
婚
法
の
以
後
の
展
開
を
見
通
す
う
え
で
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

（
１
）
こ
の
委
員
会
が
一
九
五
一
年
に
ホ
ワ
イ
ト
議
員
に
よ
る
七
年
間
の
別
居
を
原
因
と
し
て
離
婚
を
認
め
よ
う
と
す
る
法
案
の
提
出
を
き
っ
か
け
と
し
て

設
置
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、cf.B

.H
.L

ee,“D
ivorce

L
aw

R
eform

In
E

n
glan

d
”(1974),p

p
.26-27;“R

ep
ort

of
th

e
C

om
m

ittee

on
O

n
e-p

aren
t

F
am

ilies”,C
m

n
d
5629(1974),p

ara.4.30,etc.

ま
た
、
古
く
か
ら
一
九
七
〇
年
代
へ
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
離
婚
問
題
と
離

婚
法
の
変
遷
は
、
右
の
報
告
書
の
六
四
頁
以
下
に
要
約
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、J.H

askey,“T
ren

d
s

in
M

arriage
an

d
D

ivorce
in

E
n

gln
d

an
d

W
ales:1837-1987”,P

op
u

lation
T

ren
d

s,N
o.48(1987)

は
、
一
八
三
七
年
以
来
の
一
五
〇
年
間
に
わ
た
る
婚
姻
及
び
離
婚
問
題
の
変
遷
を
各
種

の
統
計
資
料
に
基
づ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

（
２
）R

oyalC
om

m
ission

on
M

arriage
an

d
D

ivorce,“R
ep

ort1951-1955”,C
m

d
.9678(1956),p

ara.42.

（
３
）Ibid

.,p
aras.43-49.

（
４
）Ibid

.,p
ara.51.

（
５
）Ib

id
.,p

aras.65-71.

た
だ
し
、
第
三
の
意
見
を
唱
え
た
一
人
の
委
員
は
、
最
終
的
に
は
破
綻
主
義
の
導
入
に
反
対
す
る
意
見
に
賛
成
し
た
の
で
、
結

二
一
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）

二
二

果
的
に
反
対
派
が
多
数
を
占
め
た
（cf.ibid

.,p
ara.1204(4)

）。

（
６
）
川
田
昇
「
イ
ギ
リ
ス
新
離
婚
法
成
立
過
程
に
お
け
る
教
会
の
立
場
―
―
モ
ー
ト
ン
委
員
会
お
け
る
国
教
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
意
見
を
中
心
と
し

て
―
―
」
法
社
会
学
二
三
号
（
一
九
七
一
年
）
に
詳
し
い
。C

f.“R
ep

ort
of

th
e

C
om

m
ittee

on
O

n
e-p

aren
t

F
am

ilies”,op
.cit.,p

ara.4.31.

（
７
）L

ee,op
.cit.,p

p
.32-35;

C
.M

.C
retn

ey,“P
rin

cip
les

of
F

m
ily

law
”,4th

ed
.(1984),p

.103;
P

.M
.B

rom
ley

&
N

.V
.L

ow
e,“B

rom
ley's

F
am

ily

law
”,7th

ed
.(1987),p

.173;cf.“R
ep

ort
of

th
e

C
om

m
ittee

on
O

n
e-p

aren
t

F
am

ilies”,op
.cit.,p

ara.4.37.

（
８
）“P

u
ttin

g
A

su
n

d
er:A

D
ivorce

L
aw

for
C

on
tem

p
orary

S
ociety:T

h
e

R
ep

ort
of

a
G

rou
p

ap
p

oin
ted

by
th

e
A

rch
bish

op
of

C
an

terbu
ry

in
Jan

u
ary
1964”,S

･P

･C
K

(1966) ，

p
ara.68.

（
９
）Ibid

.,p
ara.84.

（
10
）S

.M
.C

retn
y,“E

lem
en

t
of

F
am

ily
L

aw
”(1987),p

.25;cf.“R
ep

ort
of

th
e

C
om

m
ittee

on
O

n
e-p

aren
t

F
am

ilies”,op
.cit.,p

ara.4.38.

（
11
）T

h
e

L
aw

C
om

m
ission

,“R
eform

of
th

e
G

rou
n

d
s

of
D

ivorce:T
h

e
F

ield
of

C
h

oice”,C
m

n
d

.3123(1965),p
aras.71-76,120(6).

（
12
）Ibid

.,p
ara.5.

（
13
）Ibid

.,p
aras.6-8.

（
14
）Ibid

.,p
aras.13-17,120(1).

（
15
）Ibid

.,p
ara.18.

（
16
）Ibid

.,p
aras.29-51,120(3).

（
17
）Ibid

.,p
ara.52.
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（
18
）L

ee,op
.cit.,p

p
.88,235-240.

（
19
）C

f.Ibid
.p

p
.90

et
seq.

な
お
、
緒
方
直
人
「
一
九
六
九
年
イ
ギ
リ
ス
離
婚
改
正
法
―
―
破
綻
主
義
理
解
の
た
め
の
準
備
作
業
―
―
」
九
大
法
学
二
六

号
（
一
九
七
三
年
）
一
九
〇
頁
以
下
も
国
会
で
の
成
立
の
経
過
に
論
及
し
て
い
る
。

（
20
）“R

ep
ort

of
th

e
C

om
m

ittee
on

O
n

e-p
aren

t
F

am
ilies”,op

.cit.,p
ara.4.42.

（
21
）C

f.C
retn

y,“P
rin

cip
les

of
F

m
ily

law
”,op

.cit.,p
.106;B

rom
ley

&
L

ow
e,op

.cit.,p
.173.

二
三


